教育臨床心理　4/17 攻撃

1、 攻撃とは何か

定義：他者に危害を加えることを意図した行動

種類

反応的攻撃――挑発や不満によって生じるアツい攻撃

＝嫌悪刺激（＝他者）に対する反応、怒り有
1 　表出性攻撃：怒りをすぐに表す　例：暴力を振う　　　　　　

2 　不表出性攻撃：怒りを表さない　例：恨み

能動的攻撃――自らの欲求をかなえるための冷めた攻撃

＝何らかの目的を果たす手段（＝道具）、怒り無　

1 　関係性攻撃：人間関係の操作　例　悪い噂を流す
2、 攻撃の促進

攻撃の理論：攻撃行動の開始を説明する３つの理論

内的衝動説：攻撃＝個体内に元からある欲望の発現

例　死の本能（タナトゥス）、種を維持するための衝動
感情発散説：攻撃＝経験から生じた不快感情の表出
・フラストレーション解消のため

社会的機能説：攻撃＝葛藤解決の手段として選択

・経験の産物←学習　例：回避・強制・制裁・印象操作

攻撃を促進させる要因

学習
・モデリング：観察を通して他者の行動を模倣
　　　・モデルの行動を見て自分の行動を変える

　　　　例　TVで見たいじめ→面白そうだとマネをする

性格
・敵意帰属：他者の行動が敵意によるものと解釈

　　　・敵意帰属バイアス高→攻撃行動頻発
　　　　　↑自分に対する敵意に敏感な傾向

感情
・没個性化：集団に属することによる匿名性の上昇

　　　・恥や罪悪感によるコントロールが効かなくなる

　　例　フーリガン、ブログの炎上

　　　　↑暴力的な行為を行う野球やサッカーなどのサポーター達
3、 攻撃の抑制

攻撃を抑制させる要因

共感性：他者の身になって感情を経験する傾向

・否定的感情（例：悲しみ）の共感に限る→同情
・同情：親密な他者に対して経験されやすい

他者に共感（同情）した場合は、攻撃行動が抑制される
カタルシス：攻撃に対する欲求・衝動を別ルートで浄化

例：映画やTVを観て日ごろのイライラを解消

攻撃したくても暴力映像を見れば攻撃しなくて済むのか？
実験：映像のカタルシス効果の検証

　　カタルシス効果VSモデリング効果

測定　ゲームプレイ後の子供たちの行動を観察

　　　行うゲームは一方が格闘系、もう一方は探検系

　　　同室の「他児」や「人形」に対して攻撃を加えた頻度を測定
結果　　　　　　　モデリング効果の勝ち
モデリング効果：暴力の目撃が攻撃行動を増加させる

　・カタルシスによる攻撃の低下は期待できない

暴力映像のカタルシス効果は多くの研究で否定されている
まとめ

攻撃行動の種類：反応的攻撃・能動的攻撃
・意図の違いによって２つのタイプに分けられる

攻撃行動の促進：内的衝動説・敵意帰属バイアス
・３つの代表理論（内的衝動説・感情発散説・社会的機能説）

・学習・性格・感情によって攻撃が開始される

攻撃行動の抑制：カタルシス
・共感（同情）できる相手には攻撃しにく

・モデリングによって攻撃行動が生じる場合がある

　　

「カタルシスとは、おそらく｛神話｝に過ぎない」大渕憲一
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